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論文の内容の要旨
　現在ビタミンB。の工業的製造は化学合成により行われている。しかし，化学的であれ生物学的であれ，現行プ
ロセスよりさらに安価なプロセスが待ち望まれている。そこで本研究では，商業的でも堪えうる微生物プロセス
の可能性について調べることにした。まず，ビタミンB。高生産菌のスクリーニングを行った。約1，590株の分離細
菌についてビタミンB。生産を調べ，高生産株として28－21株を得た。本菌株は肋たoろゴ舳Zθg舳加o∫舳争例と同定
された。さらに保存機関から多数肋あoろゴ舳株を収集し，それらのビタミンB。生産を調べた結果，多くの株が多
量のビタミンB。を培養ブロス中に分泌した。とりわけR舳〃oガ胆014，782株は最高のビタミンB。生産性を示し，
生産量は51mg／1であった。さらに，ビタミンB。生産についての培地検討を行った結果，本菌株は84狐g／1のビタミ
ンB。を生産し，このうち79mg／1がピリドキソール（PN）である事を明らかにした。
　上記の様に，本研究でビタミンB。高生産菌のスクリーニングを通してビタミンB。高生産能を有するR㈱亙肋
IF014，782株を見いだした。しかし，その生産性でさえ化学合成と比べると低く，改良の余地が示された。従って，
経済性に優れたPN生産菌を構築するためには，生産株のPN生合成経路およびその制御系の解明が必要であった。
そこで，まずR舳〃oガIF014，782株のPNの生合成経路を解明するため，以下の3点について13Cあるいは］5N標
識化された前駆体を用いてPNあるいはその生合成中問体への取り込みを調べた。
五）1一デオキシーD一キシルロース（！－DX）および4一ヒドロキシーL一トレオニン（4－HT）からPNの生
　成。
2）ピルビン酸およびD一グリセルアルデヒドから1－DXの生成。
3）グリコールアルデヒドおよびグリシンから4－HTの生成。
　この結果，R刎θ〃o洲F0！4，782株のPNは1－DXと4－HTから生成し，1－DXはピルビン酸とD一グリセル
アルデヒドから脱炭酸を伴って生成し，および4－HTはグリコールアルデヒドとグリシンから生成することが明
らかとなった。R脳〃oガではグリコールアルデヒドとグリシンから4－HT生成が出来なくなったビタミンB。要
求性変異株が存在することから，エリスロース4一リン酸から4段階を経て生成される大腸菌の4－HT生合成経
路とは異なっていることが示唆された。
　以上より，R舳亙肋IF014，782株におけるPNは2つの化合物，すなわち1－DXおよび4－HTから生成され
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ることが明らかとなった。大腸菌における1－DXと4－HTからPNの生成機能は7段階の化学反応を経て進行
すると考えられており，ビタミンB。生合成の中で最も興味が持たれ，研究されている。そこで本研究では，その
経路を生化学的に解明するため，R舳〃o洲F014，782k株から調製した粗酵素液を用いて1－DXおよび4－HTか
らPN生成のための酵素反応系を確立させた。当該酵素系を用いた検討により，R榊〃o棚F014，782k株の酵素反
応系は補酵素としてNDA手，NADP＋，ATPを要求することが明らかになったが，既に報告されている1－DX5一
リン酸および4一ホスホヒドロキシーL一トレオニンからのPN5Lリン酸合成でNDA＋のみを要求する大腸菌の
Pd姐（4一ホスホヒドロキシーL一トレオニン脱水素酵素）およびPdxJ（PN5’一リン酸合成酵素）蛋白からなる
酵素反応系の結果とは異なった。さらに，その酵素反応は塩化マグネシウムあるいは塩化マンガンの添加により
促進され，特に両方の添加で著しく促進されることが判明した。
審査の結果の要旨
　本論文は，ビタミンB。を安価に製造するために，微生物プロセスによる生産の可能性を検討したものである。
　約1，590株の分離細菌をもちいてビタミンB6高生産能のスクリーニングを行った結果，R肱oろゴ舳Z螂刎加ow舳
と同定された28－21株を見出した。さらに，多数の肋たo肋刎株についてビタミンB。生産性を検討し，R舳κ肋
亙F○ユ4，782株が最も優れた生産株である事を見出した。さらに，培地の検討を行う事によって生産量の向上化に成
功し，また，生成したビタミンB。の大部分がピリドキソール（PN）である事を明らかにし，実用上極めて有効な
菌株である事を明らかにした。しかし，化学合成と比較するとさらなる生産能の向上化が求められたため，本菌
株のPN生合成経路およびその制御系の解明を行った。至3Cあるいは呈5N標識化された前駆体を用いてPNあるいは
その生合成中問体への取り込みを調べた結果，ピルビン酸とD一グリセルアルデヒドから生成する1一デオキシ
ーD一キシルロースと，グリコールアルデヒドとグリシンから生成する4一ヒドロキシーL一トレオニンが反応
してPNが生成される新規な生合成経路を発見し，有効な微生物生産への道を拓いた。本生合成経路の代謝調節の
解明は今後の課題であろう。
　続いて，上記生合成経路に係わる酵素反応を検討し，当該酵素系はNDA＋，NADP＋，ATPを補酵素として要求
し，大腸菌とは異なった酵素反応系である事を明らかにした。さらに，本反応は塩化マグネシウムと塩化マンガ
ンの添加により著しく促進される事を示し，実用化に向けた有効な手法を示した。
　以上の研究は，ビタミンB。高生産株の分離に成功し，その菌株の新規な生合成系を明らかにした。さらに，酵
素反応系の諸性質を明らかにする事によって微生物生産への道を拓いており，基礎・応用の両面から高く評価出
来る。
　よって，著者は博士（農学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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